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国土交通省北陸地方整備局利賀ダム工事事務所

利賀ダム工事用道路完成・一般国道４７１号利賀バイパス開通式
（富山県南砺市利賀村栃原～長崎間）

１. はじめに
　利賀ダム建設事業は、庄川水系利賀川（富山県
南砺市利賀村）に洪水調節、流水の正常な機能の
維持、工業用水を目的とした重力式コンクリートダム
を建設するものです。（図－１、図－２）

　利賀ダム工事用道路の一部については、一般国道
４７１号利賀バイパス（事業主体：富山県）とする計画
で工事を進めており、このたび一部が完成し、平成３０
年１０月１４日（日）に完成・開通式典を実施したので、
利賀ダム建設事業の概要と合わせて報告します。

2. 利賀ダム建設事業の概要
２－１．利賀ダム建設事業
　庄川は、その源を岐阜県に発し、富山県に入り日本
海へ注ぐ、幹線流路延長１１５㎞、流域面積１，１８９㎢
の一級河川です。流域内関係市町村総人口は約３０
万人で、うち約２９万人を下流域の富山県が占めてい
ます。下流域には北陸新幹線、あいの風とやま鉄道、Ｊ
Ｒ城端線、ＪＲ氷見線、北陸自動車道、東海北陸自動
車道、一般国道８号、一般国道１５６号などが整備さ
れ、交通の要衝となっています。（図－１）
　庄川は我が国有数の急流河川であり、急流河川特
有の強大なエネルギーによって、一度の洪水で護岸の
基礎部や高水敷が大きく侵食され、破堤に至る危険
性があります。
　近年の主な洪水として、平成１６年１０月の台風２３
号による洪水では大門観測所において観測史上最
高水位を記録し、高岡市、新湊市（現射水市）、大門
町（現射水市）で２，８４０人に避難勧告が発令されまし
た。平成２９年１０月の台風２１号による洪水では観測
史上３番目の水位、平成３０年７月の豪雨による洪水
では、観測史上２番目の水位を記録しました。このよう
に近年大規模な洪水の発生が続いていることからも、
庄川沿川住民の安全安心のため、利賀ダムにより全
川の水位を低下させることが必要です。
　利賀ダム建設事業は平成元年度に実施計画調査
に、平成５年度より建設事業に着手しており、現在は
転流工の施工のために必要な河床まで下りる道路な
ど、工事用道路の整備を進めています。

２－２．利賀ダム工事用道路兼一般国道４７１号利
賀バイパス
　工事用道路の内９．２㎞については、富山県の事業
である「一般国道４７１号利賀バイパス」との合併施工
として、平成９年度に富山県知事と北陸地方整備局
長の間で「利賀ダム工事用道路と国道４７１号利賀バ
イパスの合併施工に関する基本協定」を締結し、平成
１０年度より工事を進めてきました。
今回完成・開通したのは起点側となる南砺市利賀村
栃原から長崎間の約７００ｍで（※うち長崎橋から市道

図－１　利賀ダム位置図

  図－２　利賀ダムの諸元（利賀ダム完成イメージ）
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大牧線につながる約１００ｍは市道長崎線）、平成１５
年度に現地着手し、平成３０年度の利賀大橋の完成
などにより一連区間の道路が完成しました。（図－３、
写真－１）

　今回完成区間の代表的な構造物である利賀大橋
はアーチ橋で、軽量化を図るためパイプトラス形式とし
ています。橋長３６８ｍ、アーチ支間長１９０ｍはパイプト
ラス形式としては長崎県にある新西海橋に次ぐ２番目
のアーチ支間長となっており、朱色の利賀大橋は庄川
に映え、南砺市利賀村の玄関口のランドマークとなり
ます。利賀ダム完成後には、利賀大橋を渡り、今後施
工予定である利賀トンネル（約5㎞）を抜けた先に、利
賀ダムの湖面が眼下に広がる景色が現れる予定で
す。（写真－１、写真－２、図－４）
　「利賀大橋」の名称については、橋梁名称の公募を
実施し「利賀バイパスに関連する橋梁名候補検討委
員会（事務局：南砺市）」の審査を経て、平成３０年５月
に富山県において決定されました。

今回完成した区間は利賀ダム建設のための工事用道
路であり、ダムの完成後にバイパスとしての供用を行う
予定でしたが、近隣の市道が狭隘かつ土砂災害等に
よる通行止めが頻発していることから、ダム工事期間
中からのバイパスの一部供用が望まれていました。こう
した状況を鑑み、関係機関で調整を図り、バイパス供
用が工事用道路の使用に支障を及ぼさないことを確
認し、今回、完成区間を開通することとなりました。
　開通区間の周辺には、庄川峡長崎温泉などの観光
地も存在していることから、富山県や南砺市では、観
光等による経済効果も期待されています。

    写真－２　利賀大橋（H30.9撮影）

図－４　利賀大橋パイプトラス構造

  写真－１　今回完成・開通区間（H30.9撮影）

図－３　利賀ダム工事用道路兼一般国道471号利賀バイパス

※利賀トンネル（1＋2工区）は未着工、
　他の工事用道路は完成又は着手済み
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3. プレイベント
　 （地域に開かれた利賀ダム建設事業）
　南砺市利賀村住民で組織されている利賀ダム連絡
協議会、利賀ダム建設口山地区対策協議会、利賀地
域児童生徒育成会（ＰＴＡ）の主催により、平成２７年
度から南砺市利賀村の児童生徒等を対象とする利賀
ダム現場見学会等のイベントが開催されてきました。
　平成３０年度は、開通への気運を盛り上げていくた
め、利賀ダム工事事務所や富山県砺波土木センタ
ー、南砺市が企画段階から協力し、開通のプレイベン
トの位置づけを加え、平成３０年８月４日（土）に「五感
で味わう、利賀ダムの魅力　利賀ダム見学イベント
２０１８」として開催されました。
　イベントには８０名余りが参加され、開通を控えた利
賀大橋でのウォーキングやダムカレー作りなどが行わ
れ、利賀ダム建設事業への理解と親しみを感じていた
だき、開通への気運が盛り上がるイベントとなりました。
　利賀ダム工事事務所では引き続き、「地域に開か
れたダム」はもちろんのこと、建設中から地域振興に
つながるダムを目指して事業を進めていきたいと考え
ております。（写真－３、写真－４）

4. 完成・開通式典
　平成３０年１０月１４日（日）、利賀大橋左岸橋上にお
いて、利賀ダム工事事務所と富山県の主催により、綿
貫民輔利賀ダム建設促進期成同盟会会長（元衆議
院議長）をはじめとする来賓、地元関係者等の約８０
名の方々の参加を賜り「利賀ダム工事用道路完成・
一般国道４７１号利賀バイパス開通式（南砺市利賀
村栃原～長崎間）」を執り行いました。
　式典は吉岡北陸地方整備局長の式辞に始まり、石
井富山県知事の挨拶、綿貫利賀ダム建設促進期成
同盟会会長、橘衆議院議員、野上参議院議員、堂故
参議院議員、足立参議院議員から祝辞をいただき、続
いて山田利賀ダム工事事務所長の工事報告、地元
代表である田中南砺市長からの謝辞がありました。
（写真－５、写真－６）

写真－５　テープカット・久寿玉開披

写真－６　式典状況

写真－３　利賀大橋からの紙飛行機飛ばし

写真－４　利賀大橋の巨大パズル

　また、アトラクションとして南砺市利賀村の「利賀村
むぎや節保存会」の皆様による「長麦屋」（写真－７）、
南砺市井波の「井波木遣りの会」の皆様による「木遣
り踊り」（写真－８）を披露して頂き、式典を盛り上げて
頂きました。

なが

い なみ き や き や

むぎ や
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　来賓の皆様の挨拶祝辞要旨について以下のとおり
紹介します。
【石井隆一富山県知事　挨拶要旨】（写真－９）
　国県が一体となり、ダム工事用道路を国道471号
利賀バイパスとして供用出来るように計画し、今回部
分完成開通の運びとなった。この開通は、県西部の産
業・経済・観光資源などに寄与すると期待する。今後、
利賀ダム建設・利賀バイパスの早期完成に向けて、整
備促進を働きかけてまいりたい。

【綿貫民輔利賀ダム建設促進期成同盟会会長　
祝辞要旨】（写真－１０）
　ダム検証など7年程度足踏みしたが、本日ここに利
賀大橋開通を迎えることが出来るのは大きな節目。利
賀ダムは庄川沿川住民の安全安心を確保するなど極
めて重要な事業であり、完成まで地域、国土交通省、
富山県、国会議員など利賀ダム早期完成に向け一丸
となって進むと確信している

【橘慶一郎衆議院議員　祝辞要旨】（写真－１１）
　利賀ダムの検証作業では、地元からしっかりとお願
いをさせて頂き、検証という難関を突破した。H16の避
難勧告を出したのは私で二度とそういう経験をしないた
めに重要な事業だと思っている。一日も早い本体着工
を念じ綿貫先生、石井知事と頑張っていく。

【野上浩太郎参議院議員　祝辞要旨】（写真－１２）
　昨今豪雨災害が相次いでおり、政府としても全力で
取り組みを進めている。この対応は喫緊の課題だと思
っており、国土強靱化のための緊急対応を3年で集中
的に講じる等の方針が立てられた。早く本体着工し、
綿貫先生を先頭に一致団結して進めていかなくてはな
らないという思いを新たにした。

【堂故茂参議院議員　祝辞要旨】（写真－１３）
　九州北部の水害や西日本の水害の時の事情を聞
くと、ダムが完成していれば多くの人命が救われて、被
害が最小限に食い止められた事例をいくつか聞いた。
利賀ダム建設促進に向けて、関係者の皆さんと一丸
となって頑張っていく。

写真－10　綿貫利賀ダム建設促進期成同盟会会長

写真－11　橘衆議院議員

写真－12　野上参議院議員

写真－７　長麦屋

写真－８　木遣り踊り

写真－９　石井富山県知事
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【足立敏之参議院議員　祝辞要旨】（写真－１４）
　最近の雨の降り方はこれまでないようなすごい降
り方で、上流に洪水を貯める施設があることは大事
であり、利賀ダムも大きな役割を担うと思っている。
今日の工事用道路一部開通を契機にダム本体着
工に向けて、地域の皆様のお力を頂きながら着実に
進めて行かなければならないと考えている。

【田中幹夫南砺市長　謝辞要旨】（写真－１５）
　我々利賀の住民、南砺市民は1日も早いダム完成
を願うと同時に、利賀バイパスも熱望しており、人口
減少が止まらない利賀地域だが、この地域を守り未
来へつなげていく熱い思いをもっている。今回開通
の道路が地域に大きな力を得る。それが流域沿川市
の発展につながると信じている。

写真－13　堂故参議院議員

写真－14　足立参議院議

写真－15　田中南砺市長

5. おわりに
　今回の式典は、ダム本体工事が未着工の中におい
て、工事用道路の一部完成という節目を迎えたため実
施したものであり、これまで事業にご尽力、ご協力いた
だきました関係各位に感謝の意を表したいと思いま
す。今後も、これまで同様に地域の皆様のご理解・ご
協力を頂きながら、建設コストの抑制、周辺住民の皆
様の生活環境への配慮、動植物の生育環境の保全
などにも努めながら、引き続き庄川沿川の皆様の安全
安心の確保、富山県西部地域の発展のために利賀
ダム建設事業を鋭意進めて参ります。
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開催日時：平成30年10月17日（水）
会　　場：ホテル金沢2F ダイヤモンドA

（敬称略）

第１部　記念講演会
　　　「気候変動と気象現象の激化」
　　　　東北大学特任教授・前気象庁長官　　　　　　　西出　則武
第２部　治水大会
　開　　会　　石川県治水協会会長　白山市長　　　　　山田　憲昭
　主催者挨拶　石川県副知事　　　　　　　　　　　　　中西　吉明
　　　　　　　全国治水期成同盟会連合会会長　　　　　岩井　國臣
　開催地挨拶　金沢市長　　　　　　　　　　　　　　　山野　之義
　座長推挙　　石川県治水協会会長　白山市長　　　　　山田　憲昭
　来賓祝辞　　国土交通省北陸地方整備局長　　　　　　吉岡　幹夫
　　　　　　　石川県議会議長　　　　　　　　　　　　作野　広昭
来賓紹介・祝電披露
治水・水防功労者表彰
　　　　　　　新潟県　五十嵐川水系災害復旧事業安全対策協議会
　　　　　　　富山県　のぞみ川を愛する会
　　　　　　　長野県　西組河川愛護会、間山河川愛護会、佐々木　定男
　　　　　　　石川県　白山市三坂町会、大聖寺地区まちづくり推進協議会
治水事業の現状説明
　　　　　　　国土交通省水管理・国土保全局治水課長　井上　智夫
　　　　　　　国土交通省北陸地方整備局河川部長　　　松原　　誠
意見発表　　　石川県金沢市土木局内水整備課長　　　　市村　達也
大会決議　　　石川県治水協会副会長　七尾市長　　　　不嶋　豊和
次回開催県の決定・挨拶　新潟県土木部河川管理課長　　棚橋　　元
閉　　会

平成３０年度 北陸地区治水大会

平成30年度 北陸地区治水大会次第

　講演の内容については、誠に勝手ながら掲載を
割愛させていただきます。

演題 「気候変動と気象現象の激化」
講師　東北大学特任教授・前気象庁長官　西出　則武

■開会
石川県治水協会会長　白山市長　山田　憲昭

第１部 記念講演会 第２部 治水大会
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　今ほど御案内がございましたが、本来、谷本知事
が御挨拶すべきところではございますが、あいにく
海外出張のため、私、副知事の中西でございますが、
知事の挨拶を代読させていただきたいと思います。
　平成30年度北陸地区治水大会を本県で開催で
きますことは、主催者の一人として大変喜ばしく、心
より歓迎を申し上げます。
　本日、全国治水期成同盟会連合会の岩井会長、
国土交通省北陸地方整備局の吉岡局長を初め多
数の方々に御参加をいただき、厚く御礼を申し上げ
ます。
　皆様方には日ごろから治水事業の推進に御尽力
されておりますことに、深く敬意を表する次第でご
ざいます。
　また、後ほど表彰をお受けになられます皆様には、
心よりお祝い申し上げますとともに、今後ともそれぞ
れのお立場で河川の美化や水防活動に御尽力いた
だきますようお願いを申し上げます。
　近年、全国各地で豪雨災害が多発しております。
本県においても、今年8月末の記録的な短時間の集
中豪雨により能登地域を中心に河川の越水が生じ、
避難指示等が相次ぐ事態となったところであります。
幸いにも人的被害はありませんでしたが、床上・床
下浸水などの被害が発生いたしております。
　ここ金沢では大きな被害はありませんでしたが、
平成20年には浅野川流域の記録的な集中豪雨に
より甚大な浸水被害が発生したため、県では、市内
を流れる浅野川と犀川の一体的な整備を重点的に
実施し、金沢市中心市街地の治水安全度の向上に
努めてまいりました。
　県では、過去に大規模な被害が発生した河川や
周辺に人家が連担している河川など、ひとたび災害
が発生すると甚大な被害が予想される河川について、

■主催者挨拶
　石川県副知事　中西　吉明　

重点的に河川改修を実施しているところでございま
す。こうした抜本的な対策である河川改修を着実に
進めるとともに、即効性のある対策として、河川の
堆積土砂の除去にも積極的に取り組んでおります。
　改めて申し上げるまでもなく、治水事業は国民の
安全・安心の確保と国土の保全を図るうえで極めて
重要であり、公共工事を取り巻く環境が大変厳しい
中にあっても、河川改修やダム事業などの治水対策
を着実に推進していく必要があると考えております。
　さらに、ハード整備とあわせて、ハザードマップの
作成、普及や避難体制の構築といったソフト面の対
策に力を注ぐことも重要であります。
　ぜひ本日の大会を契機として、治水事業の一層
の推進につなげていただくとともに、北陸地方の総
意を結集し、国に対して一丸となって治水事業の着
実な推進を働きかけ、大きな成果を出していただく
ことを期待しております。
　また、せっかく県外からお越しをいただいた皆様
方には、この機会に加賀百万石の伝統文化や加賀
温泉郷を初めとする全国有数の温泉地、そして世界
農業遺産に認定された能登の里山里海など、石川
の魅力を堪能していただければと思います。
　最後に、皆様方には今後とも治水事業の推進に
向けて、より一層の御尽力を賜りますようお願い申
し上げ、御挨拶といたします。
　平成30年10月17日

石川県知事　谷本　正憲
　代読でございました。

全国治水期成同盟会連合会会長　岩井　國臣

挨拶は省略いたします。
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　平成30年度北陸地区治水大会が金沢市で行わ
れますことを、心よりうれしく、歓迎を申し上げると
ころであります。
　金沢市の地形的な特色、藩政時代から今日に至
るまでの地形的な特色というのは、2つの川と3つ
の台地であります。2つの川は、犀川、浅野川。3つ
の台地というのは、寺町、小立野台、卯辰山。卯辰
山は山という名称ですけれども、丘陵と言っても良
いのではないかと思います。この2つの川と3つの台
地が金沢の現在においてもまちづくりに大きな影響
を与えています。
　そんな地形的な特色がありますから、金沢のまち
なかには用水が縦横無尽に流れています。すべてが
開渠化されているわけではなく、暗渠化されている
ものも多くありますので、実感としてそんなに感じな
いかもしれませんが、鞍月用水や大野庄用水のよう
な有名なものから、余り知られていないものまで含
めて、名前のついている用水だけでも55本あります。
開渠化されたもの、暗渠化されたもの全部を合わせ
ると、まちなかだけで150㎞に及ぶ用水がある、そ
んな特色があるまちであります。
　今日のような天気でしたら、川のせせらぎとか、
用水のせせらぎがという感じがしますけれども、やは
り最近のように局所的な集中豪雨や台風があった
りすると、今度はこれらが牙をむくことにもなりかね
ません。地元の方は御存知かと思いますが、平成
20年7月に浅野川の水害が起き大きな被害があり
ました。金沢市はその被害を受けまして、翌平成21
年には金沢市総合治水対策実施計画を策定し、ハ
ード、ソフト両面にわたる様々な施策に取り組んで
きました。10年目に当たりますので、その計画を全
面的に見直しし、本年度中には新たな実施計画を

■開催地挨拶
　金沢市長　山野　之義

作っていきたいと考えています。
　今日いらっしゃる自治体の皆様方、規模の大小は
ともかくとして同様な施策をとられていると思いま
すし、その施策をさらに強く進めていくためにも、こ
の北陸地区治水大会の皆様と心を一つにして国に
対して申し入れをしていきながら、それぞれの地域の
皆様が安心して生活できる、そんな環境のまちを一
緒につくっていきたいと思っています。そんな議論が
この金沢で行っていただきますことを大変うれしく
思うところであります。本日は本当にありがとうござ
いました。

■大会座長推挙
　では、ここで大会の座長を推挙したいと思います。
　慣例によりまして、山田会長にお願いしたいと存じ
ますが、いかがでしょうか。
　〔拍手〕
　では、山田会長、お願いいたします。
　
【北陸地区治水大会座長　山田　憲昭】
　ただいま本大会の座長に御推挙いただきました。
本大会が円滑に進みますよう、皆様の御協力をお願い
します。
　これからの進行は着座にて進めさせていただきます
ので、よろしくお願いします。

■来賓祝辞
　国土交通省北陸地方整備局長　吉岡　幹夫

　皆様、こんにちは。ただいま御紹介いただきました
北陸地方整備局長の吉岡でございます。
　本日ここに北陸地区治水大会が開催されるに当た
りまして、一言御挨拶申し上げます。
　皆様には、平素から国土交通行政、とりわけ河川行
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　北陸地区治水大会が開催されるに当たりまして、
石川県議会を代表いたしまして、一言お祝いの御挨
拶を申し上げたいと思います。
　ここ石川、金沢の地に遠方からお越しの皆様を
多数お迎えいたしまして本大会が盛大に開催されま
すことは、誠に喜ばしく心から歓迎いたしますとと
もに、日頃から治水事業の推進に並々ならぬ御尽力
をいただいております皆様に対し、深く敬意と感謝
の意を表する次第であります。
　また、この後、治水・水防活動に対する御功績に
より、栄えある表彰を受けられます皆様方には、誠に
おめでとうございます。心からお祝いを申し上げます。
　さて、昨年は九州北部豪雨、今年は四国・中国地
方に甚大な被害をもたらしました平成３０年７月豪
雨など、近年、全国各地で集中豪雨や台風による水
害が相次いでおります。このような中、我が国有数
の多雪地帯である北陸地区において、河川改修な
どによる治水施設の整備推進を求める本大会が開
催されることは、誠に意義深く、その成果を大いに
期待するものであります。
　本日お集りの皆様方におかれましては、今後とも、
安全で安心できる国土づくりに御尽力いただきます
とともに、河川などの改修に当たりましては、地域
住民から愛され親しまれる空間となるよう、環境整
備にも十分御配慮をお願いしたいと思います。
　結びに、本大会の御盛会をお祝い申し上げますと
ともに、本日御参加の皆様方の御健勝と御多幸を
心から祈念をいたしまして、お祝いの言葉といたし
ます。

■治水・水防功労者表彰
各団体表彰
　新潟県　五十嵐川水系災害復旧事業安全対策協議会

石川県議会議長　作野　広昭

政に対しまして多大な御支援、御鞭撻をいただきまし
て、厚く御礼を申し上げます。
　御承知のとおり、本年は、平成30年7月豪雨に伴う
西日本の水害を初めとしまして非常に多くの災害に見
舞われているため、各地で重要なインフラの機能が支
障をきたすというようなことが起きていまして、国民経
済や生活に多大な影響が生じているということでござ
います。
　こうしたことを受けまして、総理のリーダーシップの
もと、政府全体では、大規模災害に際しまして重要な
インフラがその機能を発揮できるように緊急点検を
今実施しておりまして、今年の11月までを目途に対策
を取りまとめることをしているところでございます。今
後、本年の災害における課題を整理しまして、必要な
治水対策というものを推進していきたいと思っており
ます。
　国民生活の安全・安心を確保するためには、何より
も治水対策、根幹的な社会資本整備が大事であると
考えているところでございます。そのためには、縷々申
しませんけれど、しっかりと予算を確保すると、そして
単純な対策だけではなく、予防保全、予防的な治水対
策をちゃんと実施していくことが最も大事であると思
っております。ぜひとも皆様方にお力をお借りしまして、
その声を背景に、私どもの予算獲得に向けて全力で
頑張っていきたいと思っているところでございます。
　本日御臨席の皆様におかれましては、より一層の御
支援、御鞭撻を賜りますよう、重ねてお願いを申し上げ
ます。
　最後に、大会の御成功と御臨席の皆様の御健勝、
それから本連合会のますますの御発展を祈念いたし
まして、私の挨拶と代えさせていただきます。よろしく
お願い申し上げます。
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■治水事業の現状説明
　国土交通省水管理・国土保全局治水課長　井上　智夫

■意見発表
　金沢市土木局内水整備課長　市村　達也

　国土交通省北陸地方整備局河川部長　松原　誠

ご説明は省略させていただきます。

　平成20年の浅野川水害を契機に、水害に強いまち
づくりの実現を目指す金沢市の総合治水対策の取り
組み実績と課題について発表

　石川県 白山市三坂町会、大聖寺地区まちづくり推
進協議会

　富山県 のぞみ川を愛する会

　長野県　西組河川愛護会、間山河川愛護会
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　決議（案）
　北陸地方の河川は、日本有数の長大河川や急峻な
山岳地帯に源を発する急流河川を有し、その洪水特
性のため、高い水害リスクを抱えている。
　また、沿川の土地利用は進展しており、一度氾濫す
ると被害は甚大となる一方、集中豪雨や台風等により、
毎年のように災害を繰り返している。
　その中でも、近年では、平成20年7月に富山・石川
両県を襲った集中豪雨、さらに、総雨量が1,000ミリ
を超える記録的豪雨となった平成23年7月新潟・福
島豪雨など、各地で大きな被害が続発したことにより、
幾多の尊い生命と貴重な財産が失われた。
　本年7月には、西日本を中心に記録的な大雨となり、
広域的かつ同時多発的に水害・土砂災害が発生し、
極めて甚大な被害が発生した。地球温暖化に伴う気
候変動の影響により、年々頻発・激甚化する自然災
害に対する安全性の向上が喫緊の課題であることを
改めて痛感したところである。
　また、本年9月の北海道胆振東部地震、平成28年4
月の熊本地震、平成23年3月の東日本大震災の被害
状況を踏まえ、地震・津波対策もこれまで以上に強力
に推進していかなければならない。
　一方、北陸地方はわが国有数の多雨多雪地帯であ
り、北アルプスなど山岳地帯から流れ出る清冽な水の
流れは、美しい河川景観を形成し、歴史や文化を育ん
できたところであり、緑豊かな自然環境と潤いのある
生活環境の場としての期待も大きい。
　このような実情に鑑み、河川がもたらす自然の脅威
から住民の生命・財産を守るため、河川改修等による
治水施設の整備を着実に推進するとともに、災害発
生時の被害軽減のためのきめ細かな防災情報の提供
など、ソフト対策の充実を図り、加えて、豊かで美しい
地域の形成に向け、潤いとやすらぎのある水辺環境

の創出を図っていかなければならない。
　しかしながら、昨今の厳しい財政状況のなかで、治
水関係事業費が大きく縮減され、事業の推進を熱望
する地域の切実な声に応えることができないことは、
まことに憂慮に堪えない。
　よって、私たちはここに北陸地区治水大会を開催し、
その総意に基づき、次の事項の実現について国会並
びに政府に対し強く要望する。

記

一　頻発する災害から国民の生命と財産を守り、安
全で安心な社会を実現するため、平成30年度補正
予算、平成31年度予算をはじめ、治水事業費を今
後飛躍的に増額させ、堤防整備、河道掘削、ダム、
放水路等予防的な治水対策を計画的かつ強力に
推進すること。

一　毎年激甚化する洪水に備え、堤防等河川管理施
設、河道に堆積した土砂や繁茂した樹木等の対策
など、河川の適切な維持管理水準を確保すること。

一　頻発する水害や土砂災害において、被災した施
設の災害復旧関係事業を着実に推進すること。

一　大規模地震に備え、河川堤防等の耐震対策及び
津波対策を着実に推進すること。

一　治水対策を計画的に実施するとともに、集中豪
雨等の監視や洪水予測の技術向上、防災拠点や防
災情報基盤の整備など、「水防災意識社会再構築
ビジョン」に基づく、ハード・ソフトが一体となった
防災・減災対策を推進すること。

一　治水対策とあわせて安定した水資源の供給を図
るためのダム事業を推進するとともに、治水機能の
向上及びその機能の維持を図るため、既設ダムを
有効活用したダム再生を推進すること。

一　地域の生産拠点や交通の要衝等を守り、地域の
生産性向上に寄与する水害・土砂災害対策などを
重点的に推進すること。

一　気候変動等により激甚化する自然災害に備え、

■大会決議
　石川県治水協会副会長　七尾市長　不嶋　豊和
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次期開催県の新潟県よりご挨拶をいただきました。

■次期開催県の決定
　新潟県土木部河川管理課長　棚橋　元

TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）の体制・機
能を強化すること。

一　北陸地方の豊かな自然、美しい景観、歴史と文
化に根ざした、魅力ある河川環境を創出する「多自
然川づくり」を推進すること。

以上、決議する。

　平成30年10月17日
北陸地区治水大会
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日　時：平成30年10月24日（水）
場　所：岐阜市　ぎふ清流文化プラザ

（敬称略）

第１部　中部地方治水講演会
　 「｢シン・ゴジラ｣が語る我が国の危機管理｣　
　　　　　　　　　　　　　　前総務省消防庁次長　　　　　　　　　大庭　誠司
第２部　治水大会
　　開会の辞　　　　　　　　岐阜県県土整備部長　　　　　　　　　宗宮　裕雄
　　主催者挨拶　　　　　　　岐阜県副知事　　　　　　　　　　　　河合　孝憲
　　　　　　　　　　　　　　全国治水期成同盟会連合会会長　　　　岩井　國臣
　　　　　　　　　　　　　　岐阜県河川協会会長　　　　　　　　　柴橋　正直（岐阜市長）
　　来賓挨拶　　　　　　　　岐阜県議会副議長　　　　　　　　　　野島　征夫
　　　　　　　　　　　　　　中部地方整備局長　　　　　　　　　　勢田　昌功
　　来賓紹介・祝電披露
　　座長推挙　　　　　　　　岐阜県河川協会会長　　　　　　　　　柴橋　正直（岐阜市長）
　　治水事業概要説明
　 　「治水事業を取り巻く現状と課題」
　　　　　　　　　　　　　　国土交通省　水管理・国土保全局
　　　　　　　　　　　　　　治水課　流域減災推進室長　　　　　　矢崎　剛吉
　 　「中部地方の治水事業に関する最近の話題」
　　　　　　　　　　　　　　中部地方整備局　河川部長　　　　　　児玉　好史
　　意見発表　
　　 「平成26年8月豪雨で発生した橋梁流失災害について」
　　　　　　　　　　　　　　高山市長　　　　　　　　　　　　　　國島　芳明
　　大会決議　　　　　　　　岐阜県河川協会理事　　　　　　　　　尾関　健治（関市長）
　　次期開催県の決定　　　　静岡県交通基盤部河川砂防局長　　　　太田　博文
　　閉会の辞　　　　　　　　岐阜県河川協会理事　　　　　　　　　富田　和弘（揖斐川町長）

平成３０年度 中部地方治水大会

平成30年度 中部地方治水大会次第

※｢｢シン・ゴジラ｣が語る我が国の危機管理｣という
テーマで、前総務省消防庁次長　大庭誠司様より
ご講演いただきました。

前総務省消防庁次長
大庭　誠司

第１部 中部地方治水講演会

　皆様には、御多用のところ、この岐阜県までお越
しいただきまして本当にありがとうございます。それ
では、ただいまから平成30年度中部地方治水大会
を開催いたします。

岐阜県県土整備部長
宗宮　裕雄

第２部 治水大会

■ 開会の辞
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　皆さん、こんにちは。
　本日は、平成30年度の中部地方の治水大会、昨
年の長野県に引き続きまして、多くの市町村長の皆
様方に御参加をいただき、このように盛大に開催す
ることができました。まことにありがとうございます。
　また、岐阜県議会からは野島副議長、そしてまた
中部地方整備局の勢田局長さんを初め、御多忙の
中を御来賓の皆様方につきましては、ようこそ御臨
席いただきましてまことにありがとうございます。厚
く御礼を申し上げます。
　さて、本年は、御案内のとおり、７月の豪雨災害
に始まり、台風21号、24号と全国各地で大きな被
害が出たわけでございます。ここ岐阜県内におきま
しても、７月の豪雨では１名の方がお亡くなりになる
など、県内各地で甚大な被害が発生したところでご
ざいます。ただ、その一方で、長良川を初め県内の
多くの河川におきましては、これまでの治山治水事
業、その効果が発揮されまして、氾濫寸前のところ
まで行きましたけれども、何とか食いとめることが
できたと、そんな状況であったわけでございます。
　また、ここ中部地方でございますが、海抜ゼロメ
ートルから3,000メートル級の山々まで、非常に豊
かな自然を有しておるわけでございますが、またその
一方で、大小さまざまな河川を多数擁しておるこの
エリアでございます。そうしたこともありまして、長き
にわたり、その水害に対して、常に危険にさらされた
地域でもあり、これまでも幾度となく、被害を受けて
おる地域であるわけでございます。
　それとあわせまして、近年の激甚化していますこ
の気象状況を見ますと、すぐに避難をしていただくと
いったような、避難に向けたソフト対策の拡充とい
ったのはもちろんでございますけれども、県民の財
産を守っていくためのハード事業、そういったものを
今後さらに強固に進めていくのが何よりも大事だろ
うというふうに思っているわけでございます。

　本日は、後ほど、この大会の決議案についても御
協議をいただくことといたしておりますが、この大
規模災害が少しでも軽減できるような緊急的な対
策はもちろんでございますけれども、事前の予防対
策あるいは国土の強靱化対策、そういったものに向
けまして、まずは国におかれましては、今年度の大
型の補正予算、さらには来年度の当初予算におい
て、この治水に向けた事業費の一層の拡大をぜひ
ともお願いをしたいというふうに思っているわけで
ございます。
　そうした意味におきまして、今後につきましても、
この中部５県が一丸となりまして、国を初め関係機
関に、機会あるごとに声を大きく訴えかけてまいり
たいというふうに思っている次第でございます。どう
か引き続き、皆様にはそういった面で御支援、また
お力添えを頂戴したいというふうに思っております。
　最後になりますが、今回の治水大会が、中部地方
の治水対策のさらなる拡充に向けまして、実り多き
大会となりますことを心より御祈念申し上げまして、
簡単ではございますが、開会に当たっての御挨拶と
させていただきます。
　本日はどうぞよろしくお願いいたします。

岐阜県副知事
河合　孝憲

※挨拶は省略させていただきます。

全国治水期成
同盟会連合会会長
岩井　國臣

　ただいま御紹介いただきました、岐阜県河川協会
の会長を務めさせていただいております岐阜市長の
柴橋でございます。

岐阜県河川協会会長
柴橋　正直（岐阜市長）

■ 主催者挨拶
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　本日は、全国治水期成同盟会会長の岩井様、そし
て岐阜県副知事の河合様にも御出席をいただきま
して、このように私ども岐阜市で平成30年度の中
部地方治水大会を盛大に開催いただきましたこと
を心から感謝申し上げます。
　また、中部地方整備局からは勢田様、岐阜県議
会の副議長の野島様をはじめ、多くの御来賓の皆
様にも激励に駆けつけていただきました。心から感
謝申し上げます。
　本年は、私ども岐阜市におきましても、記憶に新
しいところでございますが、先日閉幕をいたしました
長良川鵜飼も42日間の中止に追い込まれるという
ことで、大変な被害がございました。また、平成16
年以来、14年ぶりに陸閘を閉鎖するということもご
ざいましたし、水防団をはじめ多くの方に御尽力を
いただいたわけでございますが、そういった大規模
な出水があったにもかかわらず、大きな被害が出る
ことなくおさまったということは、やはり事前に河川
改修等、幅広く平成16年以来の対策を講じていた
だいたおかげだということで、改めて治水の偉大さ
ということを痛感しているところでございます。
　今後、今日から国会も始まりまして、補正予算等、
治水事業についての御議論があると思いますけれ
ども、ぜひ直接被害に遭われたところだけではなく
て、私どもも大きな降水量はあったけれども、事前
の対策をしたことによって何とか耐え切ったと。こう
いった地域においても、やはり事前に備えがあって
の治水であるということを広く皆様と共有しながら、
心を一つにして、声を上げてまいりたいというふう
に思っております。
　水害の後、木曽川上流河川事務所の所長様より、
当時のいろんな降水のデータを見させていただきま
した。ぎりぎり、線状降水帯が少しずれていたという
ことで耐えたわけでありますが、もし、もう一日、そう
いったものがとどまって雨が降り続くと、これは大
変なことになったということであります。ですから、
現状が体制十分という認識ではなくて、さらなる対
策を皆さんと一緒に力を合わせてやっていくという
ことがとても大事ではないかと思います。
　この大会が皆さんと心合わせの大会になりますよ
う心から願いまして、挨拶をさせていただきます。ど
うぞよろしくお願いします。

■ 来賓挨拶

岐阜県議会副議長
野島　征夫

　皆様、こんにちは。
　ただいま御紹介いただきました野島でございます。
　本日は、平成30年度の中部地方治水大会、岐阜
県でこのように盛会に開催され、まことにおめでとう
ございます。かつ、また大変御苦労さんでございます。
　私は、長良川の上流、郡上市が地元であります。
今年のこの豪雨、1,000ミリ以上の雨が降りました。
そういう中で、中小河川では災害がありましたけれ
ども、長良川が耐えた。なぜか。今日、お集まりの皆
さん方の平素の治水対策に対する、やはりたゆまな
いお力、御努力のたまものと感謝を申し上げたいと
思います。
　２つ目には、ちょうど私のまちの近くに阿多岐ダ
ムという治水ダムがあります。今から30年ほど前に
完成をしました。平成11年、16年、23年、26年、そ
して今回と、その効果を発揮したと。私はそのように
受けとめております。今から30年前でございますの
で、下流地域で５センチ、10センチ、15センチの効
果があると言われても、一般県民・市民はわかりま
せん。しかし、このことがはっきりと証明されました。
いかに治水ダムが効果を発揮し、必要性が今はっき
りと証明されたわけであります。国においても、こう
いった大きな事業に今後とも本当に積極的に取り
組んでいただきたいと感じておる一人であります。
　今日は皆さんの大事な会議に議長をお招きいた
だきましたが、他の公務のため出席できません。か
わりまして、議長より祝辞を預かってきておりますの
で、代読をさせていただきます。
　祝辞。本日ここに平成30年度中部地方治水大会
が開催されるに当たり、開催県である岐阜県の議会
を代表して一言お祝いを申し上げます。
　中部５県の県関係者並びに市町村の皆様、山紫
水明の自然に恵まれ、世界に誇る伝統と文化を育ん
できた「清流の国ぎふ」にようこそお越しくださいま
した。心から御歓迎を申し上げる次第であります。
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中部地方整備局長
勢田　昌功

　また、本日お集まりの皆様方におかれましては、日
ごろから治水事業の推進を通じて、地域住民の生活
の安全・安心に御尽力をいただいており、敬意を表し
ますとともに深く感謝を申し上げる次第であります。
　さて、中部地方は、海抜ゼロメートルから3,000
メートル級の山岳地帯まで変化に富んだ地形を有し
ており、私たちは豊かな自然の恵みを享受し、生活
をしてまいりました。その一方で、例年のように見舞
われる台風被害や線状降水帯に起因する豪雨災害
など、自然の驚異にさらされ、住民の生命や財産に
重大な被害を及ぼしていることは皆様既に御承知
のとおりであります。このような被害を未然に防ぐべ
く、強くしなやかな県土をつくり上げることは、中部
地方に住む全ての人々の願いであり、私たちはその
実現に向け、着実に取り組みを進めていかなければ
なりません。とりわけ国・地方ともに厳しい財政状
況が続く中でありますが、治水対策は一朝一夕では
なし遂げることはできず、地道な取り組みが求めら
れております。
　また、岐阜県においては、今年７月の豪雨により、
総雨量が1,000ミリを超える記録的な雨が降った
地点があるなど、県内各地に大きな被害をもたらし
ましたが、これまで取り組んでこられた治水対策に
より、被害が抑えられた面もあるのではないかと思
料いたします。このような治水事業の有効性を国民
に広く知っていただくことも、事業を継続的に実施
していくためには非常に重要であると認識いたして
おります。
　こうした中、中部地方の治水事業関係者が一堂
に会し、国会・政府に対する要望や治水事業のより
一層の推進を図るための決意表明、そして治水事業
の必要性を広く世論に訴えることを目的とした本大
会が開催される意義は極めて大きく、まことに心強
い限りであります。
　皆様方におかれましては、県民の生命・財産を守
るため、自然災害に強い強靱な県土の構築に向け、
より一層御尽力を賜りますようお願いを申し上げます。
　結びに、この大会が中部５県の皆様にとって実り
多きものとなりますことを祈念いたしますとともに、
本日お集まりの皆様の御健勝・御多幸を祈念いた
しまして、お祝いの言葉といたします。
　平成30年10月24日
　岐阜県議会議長　尾藤義昭、代読。
　ありがとうございました。

　紹介いただきました中部地方整備局長の勢田で
ございます。
　まずもって、本日、平成30年度中部地方治水大
会がかくも盛大に開かれましたことをお喜び申し上
げます。
　一言御挨拶を申し上げさせていただきます。
　まず皆様方におかれましては、日ごろより中部地
方整備局の国土交通行政、特に治水事業の強力な
支援、御協力をいただきまして、この場をおかりしま
して御礼申し上げたいと思います。
　今までのお話でもございましたが、今年は非常に
水害が多い年でございます。この開催地、岐阜県に
おきましても、特に７月の豪雨で幾つかの川で氾濫
をして、大きな水害が発生しました。特に雨量でござ
いますが、当時の累計雨量でいきますと、高知に次
ぐ雨量ということで、累計雨量が1,000ミリを超え
たということでございます。特に直轄で管理させて
いただいております長良川におきましては、何とか
耐えることができました。ただ、その経過を見ますと、
４回の大きな洪水の波が押し寄せたということがあ
りまして、皆様の御記憶にも残っていると思います
が、昭和51年安八水害のときも、４つ目の洪水の波
が来た後に破堤をしたという経過がございましたの
で、我々としてはその再来かという形で、本当に心配
をしたという状況でございました。
　皆様方からも、今までの治水事業についての御貢
献、お褒めをいただいておりますが、私どもとしては、
引き続きこの頻発化する洪水に対しまして、さらな
る治水対策が必要というふうに感じているところで
ございます。
　そうした中、残念でございますが、我が国の治水
事業につきましては、例年、予算が減り、逆に頻発化
する災害の中で、全国では、あらゆるところで毎年大
きな水害が起きております。治水事業といたしまして
は、その被災地の復旧対策、再度災害対策に追われ
るという後追い的な整備しかできておりません。
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予防的治水、事前防災ということができていないと
いう厳しい状況でございます。
　そうした中、我々は、最低でも人の命、さらには財
産を守りたいということで、ハードとソフトをあわせ
ながら、特にソフト対策としては、いわゆるプッシュ
型の通報メールや、首長とのホットラインの構築な
どを取り組んでおりますが、やはりハード対策が必
要だと感じているところでございます。
　特に今年でございます。頻発化する水害の中で、
政府におきましては、防災、減災、国土強靱化とい
うことで、緊急対策を３年間講じるというお話で検
討が進められていると聞いております。そのための
緊急点検も実施中でございます。例年にない大切な
大事な時期が、今年だというふうに考えております。 
　特に中部地方でございます。幸いにも大きな水害
はここ最近ございませんが、私どもの流域につきま
しては、日本をリードするものづくりの集積地でも
ございますし、日本最大級のゼロメートル地帯を支
えるということからいたしますと、一度水害が起きる
と、日本経済にまで影響するというふうに考えてお
ります。私たちの治水事業が遅れることによって、
日本の成長の足かせになってはいけないと心新たに
しているところでございます。
　皆様方におかれましては、引き続き私どもにお力
をいただく中で、私どもとしては、しっかり予算確保
をしながら、さらなる治水対策を推進していくため
に力を注いでいこうと思っておりますので、ぜひお力
をいただけるようよろしくお願いいたします。
　最後になりますが、本大会を開催いただきました
岐阜県の方々に御礼申し上げますとともに、本同盟、
さらには皆様方がさらに御発展、御活躍いただくこ
とを祈念いたしまして、私の挨拶にさせていただき
たいと思います。本日はどうもおめでとうございます。

※「治水事業を取り巻く現状と課題」と題し、激甚
化している豪雨災害、事前防災、予算配分状況等に
ついてご説明をいただきました。

国土交通省
水管理・国土保全局
治水課
流域減災推進室長
矢崎　剛吉

■ 治水事業概要説明

中部地方整備局
河川部長
児玉　好史

※「中部地方の治水事業に関する最近の話題」と
題し、事前防災、全国の重要インフラの緊急点検等
についてご説明をいただきました。

■ 意見発表

岐阜県河川協会理事
尾関　健治（関市長）

高山市長
國島　芳明

※「平成26年8月豪雨で発生した橋梁流失災害に
ついて」と題し、国、県、市町村、地元、業者等の顔
の見える関係の重要性、情報収集システム等ソフト
の重要性について意見を発表していただきました。

■ 大会決議

※以下の大会決議案を読み上げて提案し、承認さ
れました。
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　治水事業は、生命や財産を守るとともに、地域の
暮らしや経済を支えるものであり、最も優先的に実
施すべき根幹的な社会資本整備事業である。
　中部地方は、我が国のほぼ中央に位置し、三千メ
ートル級の山々から日本一広大なゼロメートル地帯
を有する濃尾平野を貫流する大河川や、上流域に日
本有数の降雨量が多い地域を抱える河川及び開発
が著しい都市部の河川など、大小さまざまな数多く
の河川を擁している。
　古くは、昭和33年の狩野川台風水害や昭和34
年の伊勢湾台風水害、昭和49年の七夕豪雨災害、
昭和51年の安八豪雨災害をはじめ、近年では平成
12年の東海豪雨水害、平成18年７月の長野県での
梅雨前線豪雨災害、平成28年9月の台風16号によ
る豪雨などがたびたび発生し、中部地方の各地で甚
大な被害がもたらされている。また、本年は大阪府
北部地震や平成30年7月豪雨、台風21号、北海道
胆振東部地震など大規模な災害が全国各地で発生
している。特に平成30年７月豪雨では中部地方に
おいても複数の直轄河川や県管理河川で氾濫危険
水位を超え、岐阜県では1名の方が亡くなるなど、平
成27年の鬼怒川の災害を想起させる危険な状態で
あった。
　今後は、地球温暖化に伴う気候変動等による洪
水や渇水の増加、懸念される南海トラフにおける巨
大地震や、それに伴う大規模津波の発生など、国民
の生活や経済活動に極めて深刻な影響をもたらす
可能性のある自然災害が危惧されている。

　本来、治水事業は自然災害から国民の生命と財
産を守るため、予防的対策として計画的に実施すべ
きものであるが、近年の治水関係事業費の大幅な
削減を背景に、被災箇所の再度災害防止という後
追い的な対策に追われているのが実情である。
　このような中、治水事業は、生命や財産を守るこ
とはもとより、企業の経済活動を支え生産性の向上
を図ることにより地域の発展に大きく寄与するもの
であり、これら治水事業のストック効果を積極的に
PRすることにより、さらなる河川・海岸整備の必要
性を強く訴え、より一層の治水事業の推進につなげ
ていくことが重要である。
　また、治水事業とともに被害軽減のための広域
的な連携や取り組み、渇水時における安定的な水
利用、河川が本来有している多様な環境の保全に

加え、地域の暮らしや歴史・文化と調和した、美し
く魅力ある水辺空間の整備が求められている。
　以上を踏まえ、中部地方治水大会の総意として、
安全で安心な社会を実現すべく国会並びに政府に
対し、次の事項が実現されるよう強く要望する。

一　頻発する災害から国民の生命・財産を守り、安
全で安心な社会を実現するため、平成31年度当
初予算において治水事業費の飛躍的な増額を図
ること。

一　本年発生した大規模な災害を踏まえて、防災、
減災、国土強靱化の緊急的な対策として、平成
30年度大型補正予算を編成し、治水事業に必要
な予算の確保を図ること。

一　平成27年9月の関東･東北豪雨、平成28年8月
の北海道・東北豪雨、平成29年7月の九州北部
豪雨、平成30年7月豪雨で発生したような甚大な
被害を未然に防止するため、堤防やダム等の予
防的な治水対策を計画的に推進すること。

一　甚大な被害を受けた河川について、再度災害
防止のための治水対策を集中的に実施するとと
もに、こうした悲惨な災害を二度と繰り返さない
よう事前予防的な治水対策を集中的に実施する
こと。

一　国が推進する「水防災意識社会　再構築ビジ
ョン」における取組であるソフト対策・ハード対
策について、速やかに推進すること。

一　想定しうる最大規模の洪水に対する避難体制
等の充実・強化を図るソフト対策を推進するため、
財政支援の強化を行うこと。

一　南海トラフ巨大地震や各地に存在する断層に
よる内陸直下型地震に備え、河川・海岸堤防及
び河川構造物の耐震対策を着実に実施すること。
また、地方自治体が行う地震・津波対策について
は、防災・安全対策交付金の総額の増大を図る
など必要な財政支援を行うこと。

一　気候変動に伴う海面の上昇等に備え、ゼロメー
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トル地帯をはじめとする河川・海岸堤防の高潮対
策を着実に推進すること。

一　堤防等河川管理施設の適正な維持管理・更新
を進めること。また、地方自治体が行う老朽化対
策について必要な財政支援を行うこと。

一　安定的な水の供給に向け水資源開発を強力に
推進すること。加えて、異常渇水に備えて、既存
の水資源開発施設等を最大限に活用する水系総
合運用等の対策を講じること。

一　河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の
暮らしや歴史・文化との調和にも配慮し、河川が
本来有している生物の生息・生育環境及び多様
な河川景観を保全・創出するため「多自然川づく
り」を推進すること。

一　人々が親しみ訪れ、活力ある地域に再生させる
ため、美しさと風格を備えた魅力ある水辺空間の
整備をまちづくりと一体的に推進すること。

　以上、決議する。

　平成30年10月24日
中部地方治水大会

静岡県交通基盤部
河川砂防局長
太田　博文

■ 次期開催県の決定

※次期開催県を静岡県に決定し、静岡県交通基盤
部河川砂防局長に御挨拶いただきました。

■ 閉会の辞

岐阜県河川協会理事
富田　和弘
（揖斐川町長）

　本日は、中部地方治水大会を開催いたしましたと
ころ、来賓の皆様方には、公私とも御多忙の中、御
臨席を賜りましてありがとうございます。
　また、中部地方各地からこの岐阜市に御参集を
いただきました皆様方にも改めてお礼を申し上げた
いと思います。
　皆様の協力によりまして、平成30年度中部地方
治水大会が盛会裏に開催できましたこと、心よりお
礼を申し上げたいと思います。
　本日の決議につきましては、今後一層成果を上げ
るべく、地元国会議員の皆様、また関係省庁に力強
く御要望申し上げたいと思っております。本日の大
会が、今後の中部地方における治水事業の着実な
推進、進展につながってまいりますことを祈念いた
しますとともに、各位のますますの御健勝と御多幸
を祈念申し上げまして、平成30年度中部地方治水
大会を閉会とさせていただきます。
　本日は、まことにありがとうございました。
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と　き：平成30年10月26日（金）
ところ：徳島グランヴィリオホテル

（敬称略）

第一部　特別講演
　「要配慮者利用施設の避難確保に向けて」
　　　　　　　　　　徳島大学大学院　　　　　　　　　　　　　　　　　金井　純子
第二部　四国地方治水大会　
　主催者挨拶　　　　徳島県知事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯泉　嘉門
全国治水期成同盟会連合会会長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩井　國臣
　来賓祝辞　　　　　国土交通省四国地方整備局長　　　　　　　　　　　平井　秀輝
　　　　　　　　　　徳島県議会議長　　　　　　　　　　　　　　　　　重清　佳之
　来賓紹介
　座長推挙　　　　　美馬市長（徳島県河川協会会長）　　　　　　　　　藤田　元治
　治水事業概要説明　国土交通省水管理・国土保全局治水課長　　　　　　井上　智夫
　　　　　　　　　　国土交通省四国地方整備局河川部長　　　　　　　　佐々木淑充
　意見発表　　　　　東みよし町長　　　　　　　　　　　　　　　　　　松浦　敬治
　　　　　　　　　　那賀町長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂口　博文
　大会決議　　　　　鳴門市長（徳島県河川協会副会長）　　　　　　　　泉　　理彦
　次期開催県挨拶　　香川県土木部河川砂防課長　　　　　　　　　　　　竹内　正巳
　閉　　会

平成３０年度 四国地方治水大会

平成30年度 四国地方治水大会次第

　「要配慮者利用施設の避難確保に向けて」と題
し、平成30年７月豪雨で甚大な水害を受けた倉敷
市真備町の高齢者施設でのアンケート結果や、本
県の高齢者施設で実施した避難訓練の事例を挙げ
て、要配慮者の避難に向けた課題等についてご講
演いただきました。

徳島大学大学院
金井　純子

第１部 特別講演

　本日は第17回四国地方治水大会を開催いたしま
したところ、国土交通省からは永井四国地方整備
局次長様、井上治水課長様、そして四国各地から大
勢の皆様方に徳島へ、お越しいただきました。心よ
り歓迎申し上げます。また開催に際し、ご支援賜り
ました岩井会長様はじめ、全国治水期成同盟会連
合会の皆様方にも心より感謝申し上げます。

徳島県知事
飯泉　嘉門

第２部 四国地方治水大会

■ 主催者挨拶
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※挨拶は省略させていただきます。

　ご紹介いただきました永井でございます。本日は、
盛大に第17回の四国地方治水大会が、この徳島で
催されること本当におめでとうございます。また、こ
うした席にお招きいただきまして心から御礼申し上
げます。本日は、平井局長が所用で出席できないた
め本人より祝辞を預かってまいりましたので代読さ
せていただきます。
　第17回四国地方水大会が開催されるにあたり一
言ご挨拶申し上げます。本日ご列席の皆様におきま
しては平素より四国地方整備局の所管事業、とりわ
け河川事業に関しまして特段のご支援、ご協力をい
ただいておりますことに深く感謝申し上げます。ご
承知のように四国地方は台風常襲地帯に位置する
など大変厳しい自然条件下にあり、本年7月には西
日本豪雨により愛媛県肱川などで甚大な浸水被害
が発生いたしました。お亡くなりになられた方々に
心から哀悼の意を表するとともに、被災されたすべ
ての方にお見舞いを申し上げます。また9月の台風
24号でも多くの降雨がありました。徳島県那賀川で
は長安口ダムを最大限活用し、下流の浸水被害の
軽減に大きく寄与できたのではないかと考えており
ます。近年、豪雨災害が、どこで発生してもおかしく

　さて昨今、四国をはじめ、日本全体で災害が発生
しました。6月には発生確率が低いと言われていた直
下型地震の大阪府北部地震が起こり、7月には、こ
の四国そして中国地方で甚大な水害を引き起こした
7月豪雨。さらに8月、台風20・21号は共に徳島県に
上陸し、特に、台風21号は関西国際空港を使用不能
にしてしまいました。そして9月に入り、台風24号が日
本から離れるか否やの時に直下型の北海道胆振東
部地震が発生したところであり、まさに国難とも言う
べき災害が毎月のように襲ってきたところです。
　こうした中、平時には農業を始め、四国の生活を
潤す水の確保が重要となるのですが、こちらにつき
ましても、例えば、四国の母なる川、四国三郎吉野
川、その水瓶である早明浦ダムでは、これまでに3回
ダムパンクが起こり、県南の那賀川、こちらの長安
口ダムでは既に4回ダムパンクが起こったところであ
ります。我々四国としては平時・災害時ともに対策
を急がなければならず、昨今、国土交通省の皆様方
をはじめ、多くの関係者の皆様方のご尽力によりま
して四国の治水予算は伸びているところですが、四
国四県の県土強靭化を考えると、まだまだ十分では
無いのが現状かと思います。
　また、生命財産を失ってから莫大な予算をかけて
復旧をするのではなく、事前に対策を施す「災害予
防」も重要と考えております。平成16年度は「災い
の年」と言われ、徳島県でも甚大な浸水被害が発生
したことから、徳島・四国から災害予防を全国知事
会で訴え、知事会として政策提言を行い、翌年には、
災害予防の名を冠した補正予算が大々的に編成さ
れました。これから求められるのは、この「災害予
防」、そして、さらに一歩進めた「事前復興対策」で
あり、こうしたものに軸足を移していく必要がありま
す。その意味では、治水事業について全国から注目
を受ける我々四国地方がしっかりと新たな提案を行
うとともに、国土交通省の皆様方、また全国の仲間
とも力を合わせ、この治水予算を確保する絶好の機
会が訪れたのではないかと思います。まさに、今日
の第17回四国地方治水大会がその新規軸を打ち出
す素晴らしい大会となりますよう、ご協力をよろしく
お願い申し上げます。
　結びとなりますが、今日のこの大会が四国、そして
日本の災害列島を守り・防ぐ素晴らしい大会となり
ますことを心からご祈念申し上げまして、開会のご
挨拶とさせていただきます。

全国治水期成同盟会連合会
会長
岩井　國臣

国土交通省
四国地方整備局次長
永井　智哉

■ 来賓挨拶



治水 第769号平成30年 11月28日発行

23

※徳島県美馬市の藤田市長が座長に推挙され、
　大会の進行を行っていただきました。

ない気象状況となっており、堤防やダムの整備など
のハード対策、防災情報の提供などソフト対策、双
方が一層重要となっております。本年度からは吉野
川において、治水機能の増強等を目的とした早明浦
ダム再生事業が、水資源機構により開始されており
ますが、このような整備を一層進めなければならな
いと考えております。　
　また今年6月には土木学会が南海トラフ巨大地
震が起きた場合の被害推定総額が約1,410兆円と
なることを公表したところであり、豪雨災害だけでな
く地震に対する備えも重要です。土木学会の発表
では河川堤防の耐震化を始めとした対策を進めれ
ば被害想定の4割が防げるとのことですので、旧吉
野川、那賀川の耐震対策を一刻も早く進めて行く
必要があります。全国的に災害が多発し、再度災害
防止対策を実施しており、予防的予算の確保が難し
くなっているところですが、ここ徳島から四国そして
全国の治水事業予算の確保向け、その声が大きく全
国発信されることを祈念いたしますとともに本日お
集まりの皆様のご健勝と御連合会の益々のご発展
をご祈念申し上げまして、挨拶とさせていただきます。

　本日ここに第17回四国地方治水大会が開催され
るにあたり、徳島県議会を代表して一言ご挨拶を申
し上げます。四国各地から、このように大勢の治水
事業関係者の皆様に徳島へお集まりいただき、国
土を保全し、洪水被害から住民の生命と財産を守る
ため、治水事業についてご協議いただきますことは
誠に意義深いものでございます。心から感謝申し上
げます。さて、今年度におきましては7月には記録的
な豪雨が、そして8月から9月にかけては台風20・21
号が連続して徳島県に上陸するなど、四国地方は
大規模な風水害・土砂災害に見舞われ、多くの尊い
人命が失われるとともに、農林水産業や公共インフ
ラに多大な損害をもたらしたところであり、豪雨の
頻発化、台風の巨大化が近年の傾向となっておりま

す。一方で、今年度こそ大きな被害は生じていない
ものの、渇水も度々深刻な被害をもたらしておりま
す。また、四国は森林面積が70%以上を占め、吉野
川や四万十川など数々の清流が流れる水と緑が豊
かな自然環境に恵まれた美しい土地柄でもあります。
住民の安全で豊かな暮らしを実現していくため、治
水事業を着実に推進していくとともに、素晴らしい
自然を子々孫々まで残していくため、自然と調和の
とれた水辺空間の整備も積極的に推進していく必
要がございます。
　徳島県議会と致しましても、安全・安心の確保や
環境保全に向けて、更なる努力を傾注して参ります
ので、皆様方におかれましても本日の大会を契機と
して、治水事業のより一層の推進にご尽力いただき
ますようお願い申し上げます。
　結びになりましたが、四国地方治水大会のご盛会
と、本日お集まりの皆様方の今後益々のご健勝ご
活躍を心から祈念いたしまして、お祝いの言葉とさ
せていただきます。

徳島県議会
議長
重清　佳之

美馬市長
藤田　元治

■ 座長推挙

　「治水事業を取り巻く現状と課題」と題し、7月
豪雨による被害状況、治水事業の効果、事前防災
の必要性等についてご説明いただきました。

国土交通省
水管理・国土保全局
治水課長
井上　智夫

■ 治水事業概要説明
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　「四国地方の治水事業の概要」と題し、四国に
おける7月豪雨の状況、河川・ダムの事業等につい
てご説明いただきました。

　吉野川での、東みよし町が抱える治水問題につい
て意見を発表していただきました。

　那賀川での、那賀町が抱える治水問題について
意見を発表していただきました。

東みよし町長
松浦　敬治

那賀町長
坂口　博文

国土交通省
四国地方整備局
河川部長
佐々木　淑充

■ 意見発表

※以下の大会決議案を読み上げて提案し、承認さ
　れました。

　四国地方は、急峻な山地が多く、地質が脆弱で
あるとともに、台風常襲地帯に位置するため、古く
から大雨による浸水被害に苦しめられており、一人
当たりの水害被害額が全国平均に比べて約3倍※
という、著しく苛酷な状況にある。また、全国を見て
も、気候変動による影響が顕在化しつつあり、毎年、
時間100ミリを超える降雨が各地で記録され、水害
が多発するなど正に異常気象が常態化したと言え
る状況である。これらの状況に鑑みれば、国民の生
命・財産を守り、安全と安心を確保することは「政
治と行政に課せられた責務」であることはいうまで
もない。
　昨年7月の九州北部豪雨や度重なる台風等による
被害の記憶も覚めやらぬ中、この度の「平成30年7
月豪雨」では、西日本を中心に広範囲かつ長時間
にわたる記録的な豪雨により、四国でも愛媛県、高
知県等で浸水被害や土砂災害が多発するなど、全
国で220人を超える尊い人命が犠牲となる「平成最
悪」と言われる豪雨被害に見舞われた。
　また、四国地方では、長きにわたり断水を余儀な
くされた平成6年の大渇水に加え、平成17年や20
年にも、早明浦ダムの利水容量が底をつくなど、四
国各地のダムでは毎年の様に取水制限が実施され、
人々の日常生活や社会経済活動に計り知れない被
害や影響を及ぼしている。
　更には、地球温暖化の進行により、台風の大型
化や豪雨の激化に加えて、渇水の頻発化などの両
極端な厳しい状況を招く可能性が指摘されており、
浸水被害、土砂災害や渇水被害のより一層の激
甚・頻発化が懸念されることから、気候変動に適応
する対策も急務である。

鳴門市長
泉　理彦

■ 大会決議
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次期開催県の香川県よりご挨拶いただきました。

　他方、南海トラフにおける今後30年以内の地震
発生確率は70から80％と、その切迫度は年々高ま
っており、平成23年東日本大震災等での経験から、
巨大地震災害は一度発生すれば極めて甚大な被害
が予想され、早急な地震・津波対策も不可欠なもの
となっているとともに、四国には、良好な水辺空間
をはじめ心癒される自然環境が多く残されており、
地域と一体となった豊かで潤いのある水辺環境の
保全と創出が望まれている。
　この様な中、近年の大規模洪水等での治水事業
が果たしている役割、効果をみれば、事前投資の有
効性は明らかであり、今後の治水事業の推進にあた
っては、既存の枠組に囚われることなく財源の確保
を図り、再度災害防止はもちろん事前予防的な治
水対策の推進に全力をもって取り組むことが急務で
あることから、ここに四国地方治水大会を開催して、
その総意に基づき、安全で安心な国土を実現し、
我々の子々孫々に引き継ぐべく、次の事項を国会な
らびに政府に強く要望する。

一　国土強靱化に資する治水事業を強力に推進す
るため、平成30年度補正予算や平成31年度予算
の編成において、今後の治水関係予算を飛躍的
に増額させること。

一　平成30年7月豪雨による被災者の不安を取り
除き、悲惨な災害を二度と繰り返さないよう、被
害を受けた河川の早期復旧や再度災害防止対策
に集中的に取り組むとともに、被災原因を明確に
した上で、中小河川を含む河川において、事前予
防的な治水対策を重点的に実施すること。

一　地球温暖化による気候の二極化に鑑み、戦略
的な維持管理・更新を推進するとともに、既設ダ
ムを有効活用する「ダム再生ビジョン」に基づく
対策を推進すること。

一　切迫する南海トラフ地震の発生や、気候変動
に伴い激甚・頻発化する洪水などの大規模自然
災害に備えるため、「全国防災」の趣旨を引き継
ぎ、事前防災に取り組める新たな財政支援制度
の創設をはじめとした予算額確保と財源措置を
図ること。

一　治水事業は、浸水被害の軽減やそれに伴う企
業立地促進など、ストックとして効果を発現し、
生産性の向上に寄与するものであるため、重点
的に推進すること。また、河川や水辺の持つ多様
な機能や地域の特性を活かし、観光立国推進の
ために魅力ある良好な河川環境の形成を推進す
ること。

一　南海トラフ地震や大規模洪水等からの早期復
旧、被害拡大防止を図るためには、被災自治体に
対する技術的な支援が不可欠であるため、専門
的知見や経験を有するTEC-FORCEの体制・機
能を充実・強化すること。

一　災害の激甚化や高齢化等の変化に適確に対応
するため、ICTなどに係る研究開発を進め、治水
分野に関する技術の更なる高度化と、現場への
実装を推進すること。

　以上決議する。

　平成３０年１０月２６日
第17回四国地方治水大会

香川県土木部
河川砂防課長
竹内　正巳

■ 次期開催県挨拶


